
弘安の役（こうあんのえき） 

元寇は日本が初めて外国軍と戦った国際戦争です。元軍と幕府軍の戦力の差は言うまでもありません。

昔ながらの一騎打ち（いっきうち：一対一を原則として決着をつける戦闘方法）で戦う武士に対して、当時

のトップクラスの戦闘力をほこる元軍は、集団戦術や最新兵器の「てつはう（相手に投げつける爆弾）」や

毒（どく）をぬった矢などを用いて幕府軍を苦しめます。 

しかし、文永の役の失敗にこりて、石塁（せきるい）を築くなど準備をおこたらなかったことは大きな勝利の

要因だったかもしれません。 

元軍はなかなか上陸できずに海上で待たされる日々が続きます。それでも上陸してきた元軍に対して、

武士達は、「敵の首を取り、領地を得るチャンス」と意気込み、誰よりも先に敵の首を取ろうと、死をも恐れ

ず、まさに次々と突っ込んでいきます。それに対して、元軍はモンゴル人、漢人、高麗人、南宋人が混ざっ

た混合チームで、人種も考え方もバラバラなため、統率が取れず、苦戦します。 

その後、突然の台風が起こり、元軍の船団が次々と海にしずみ、残った元軍はすぐに引き上げました。た

くさんの「敵の首」が海の底にしずんでいくのを見て、嘆き（なげき）悲しむ武士が何人もいたそうです。 

そして、少しでも自分の手柄（てがら）を残そうと、生き残った弱り切った元軍数千人に対して、「ようやく手

柄が立てられるぞ！」と武士達は一斉におそいかかり、元軍の首を次々と取っていきました。 

 


